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    A 29-year-old man was admitted with pain on urination and high grade fever-up. Mass was 
palpated above the right lobe of prostate. Cystoscopy revealed an edematous region in the upward 
to the right ureteral orifice. CT revealed the retrovesical mass in the same region. The surgical 
specimen obtained by transurethral resection showed severe inflammatory changes, but no malig-
nancy was found. 
   Antimicrobial chemotherapy had been continued, but the mass did not disappear on palpation 
and computed tomography and cystoscopy revealed pus-discharge from the center of the edematous 
region was found. 
   An operation was performed under the diagnosis of retrovesical abscess. The terminal ileum 
had formed adhesion to the posterior bladder wall. Segmental resection of the ileum and partial 
resection of involved segment of the bladder were performed. 
   The pathological diagnosis was Crohn's disease. Inflammation of ileum seemed to infiltrate the 
bladder wall and formed an abscess. After the operation symptoms disappeared. 












主訴:残 尿感,下 部腹痛,発 熱
家族歴:父;肺 結核,母;気 管支喘息
既往歴1急 性胆嚢炎;3年 前,さ らに1985年]0月 よ
り加療中
現病歴ll985年11月26日 排尿痛,残 尿感,39℃ 台
の発熱が出現 し,内 科医より紹介を受け翌日当科を初
診 した。急性前立腺炎の疑いにて入院,化 学療法にて
解熱 し,自 覚症状は消失,膿 尿は軽度となった.解 熱




















い 炎症 細 胞 浸 潤 を 認 め1る が 悪 性 像 は 認 め な か っ た
(Fig.3).以 後,さ らに精 査 を予 定 した が 患 老 の 都 合
に よ り退 院 とな り,外 来 的 に 抗 菌 剤 投 与 を継 続 した.
そ の 後 尿所 見 は一 時 正 常 化 した が,1986年4月 以降 再
び 膿 尿 が継 続 し,自 覚 的 に も残 尿 感,下 腹 部痛,37。C
台 の 発 熱 を認 め る よ うにな った.外 来 に お い て膀 胱 鏡
検 査 を 施 行 した と こ ろ浮 腫 状 隆 起 部 の 中 心 か ら膿 の流
出を 認 め た(Fig.4)の で,観 血 的 治療 を 目的 に5月
12日 に再 入 院 とな った.
再 入 院 時 現 症1体 格;痩 せ 型(身 長177cm,体 重
55kg),栄 養状 態;良 好,体 重37.4℃,血 圧124/72
mmHg,脈 拍84/分 整,下 腹 部 に圧 痛 を 認 め る も 明 ら
か な腫 瘤 は 触 知 しな い.
再 入 院 時 検 査 成 績:尿 検 査;外 観 は 黄 色,混 濁.
比 一7:1015,pH6,糖(一),蛋白(一).沈 渣で は 白血
球;多 数/hpf,赤 血 球;10～12/hpf.尿 培 養 で 一Stre一
ρ`o`o``π5106/mlを 検 出 した.尿 細 胞診 はclassIIで
あ った.前 立 腺 液 の 所見 は 白血 球50～60/hpf,細 菌






田 仲 ・ほ か:Crohn病 ・膀 胱 後 部 膿 瘍
髪
畿 講覆










































腸には末端部より15cm口 側から40cmに わ たり
壁肥厚,発 赤,浮 腫を認めた.膀 胱の腫瘤部分は膀胱
壁の直径約3cmに わたる肥厚であり,こ のため膀
胱の腫瘤部分を切除するとともに右膀胱尿管新吻合術













































































れ てい た が,近 年 ク ロー ン病 の概 念 の普 及 と診 断 技術
の進 歩 に よ り報 告 が 増 加 して い るD.
クR一 ン病 に お け る 尿 路 系 の 合 併 症 に 関 して は,
Kyle2)に よ る と17%(54/328)で あ り,内 訳 は膀 胱
炎 が29例 と最 も多 く,次 に 膀 胱 との痩 孔 形 成8例,水
腎症7例,尿 路 結 石6例,後 腹 膜腔 膿 瘍3例,直 腸 尿
道 痩1例 と報 告 して い る.
膀 胱 腸 痩 を きたす 基 礎 疾 患 と して は,Carson3)に
よる と結 腸 憩 室 炎が 最 も多 く,続 い て悪 性 腫 瘍(結 腸,
膀 胱)で あ り,クP一 ン病 は12%を 占 め る と され て い
る.ま たKaramchandani4)による とや は り結 腸 憩
室 炎 が 最 も多 く,クRン 病 は5%を 占め る と され る
(Table1-A).一 方,ク ロー ン病 に お い て膀 胱 腸 繧 を
合 併 す る 頻度 は欧 米 にお い て2.2な い し7.7%5'P)と 言










認める第2段 踏,気 尿,糞 尿といった痩孔の完成を示















症状がみ られ,所 見としては,膿 尿の持続が多く認
められる.尿 路症状以外では,原 疾患に基づく消化器
症状として,下 痢,腹 痛,体 重減少などが多い(Ta-
Ule3).
クローン病による膀胱腸痩の診断には,膀 胱鏡以外











































































































moxazolc)に よ り気尿が消失したことか ら膀胱腸痩
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Table5.Crohn病に よる膀 胱 腫 瘍 の 本邦 報 告 例.
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